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子どもの戸外遊び環境としての公園整備に関する研究

    学位論文内容の要旨

  子どもは様々な遊ぴを体験することによって成長し、遊びや遊ぴ空間の中で得られた偽笥糾ま子どもの生活や発

達に重要な影響を与えていると考えられる。しかし丶戦後の経済成長と都市化の進展、核家族f匕丶少子化などの

社会的環境の変化とともに、子どもの戸外遊ぴをめぐる環晩は著しく悪化している。また、空間的には遡各丶原

っぱ、空き地などの遊ぴ場が少なくなり、反面、都市公園は子どもの身近ナょ戸外遊び暢として、重要な役害qを担

うようになっている。

  これらのことをふまえ、本研究では、I）街区公園における施殻整備の変遷、n)積雪寒冷地における冬期の

戸外遊ぴと遊ぴ場に関する意識の変化、m)意識調査や写真を用いた評価実験による戸外遊び場に必要な空間・

要素の解明吸ぴその日本と台湾との比較、N)社会実験による冬期積雪条fヰニ下の街区公園における遊び環晩の創

出、について調査研究し、総合考察として、V)今後の戸外遊乙黼と公園整備のあり方を検討した。その概要

は以下のようである。

I．街区公園における施設整備の変遷

  *IA~市における街区公園の施設整備の変遷を把握することにより、子ども達にとって魅力的でより豊かな戸外

遊ぴが展開できる街区公園のあり方を検討した。その結果、施設内容は面積の広狭と年代による相違が明らかで

あった。すなわち、都市の拡大と共に街区公園の個所数及び総面積は著しく増加したカs 1983年までは1箇所当

りの面積は減少した。しかし丶1984年以降、公園の面積は噌加する傾向がみられた。近年では、身障者用水飲み

場とコンピネーション遊具の設置率が高まり、便所と水飲み場の設置率や広場の面積も公園面積の拡大により増

加する傾向が示された。

II．積雪寒冷地における冬期の戸外遊ぴと遊び場に関する意識の変化

杣幌市の,、学生を対象として冬期の戸外遊ぴの実態と意識における約10年間の変化についてアンケート調査

を行い、戸外遊ぴの減少の要因を明らかにしようとした。その結果、この約10年間で子どもの戸外遊びの頻度が

大きく減少し、戸外遊びの意欲も低下していた。これには、親の遊びへの態度ガ強く影響していた。また、「道路」

や「空き地」の利用率カ郷し丶冬期の戸外遊びの場は「公園」「家周辺1へより集中していることがわかった。

一方、この約10年間で公園の利用頻度は変化しておらず、冬期の戸外遊びに占める公園の役割は相対的｜コ曽加し

ていた。今後の冬期の戸外遊び場計画においては、地域に応じた遊ぴ場の魅カある施設整備のみではなく、戸外

遊ぴの重要性に関する社会的認識の醸成や遊ぴの魅カを体験させるためのソフト面の充実が必要と考えられた。

m．意識調査や写真を用いた評価実験による戸外遊ぴ場に必要な空間・要素の解明及びその日本と台湾との比較
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1．子どもの戸外遊び場に関する日本と台湾の比較

  目台両国の大学生を対象とした原屈景的遊ぴ場の環境についての意識調査を行い、また、写真を用いて各種の

戸外遊び環境について、両国の子どもと大学生の印象・評価を把握し、現在の子どもにとって、どのような環境

や体験の場を提案すれぱよいかを検討した。その結果、大学生の子どもの頃の主詮戸外遊び場は、日本では公園、

台湾では校庭であり、遊びの種類は、日本ではボール遊び、台湾では遊具遊びと散策であったふ戸外の遊び場に

対する印象語は両国ともに楽しい・面白いと答えた人が多かった。また、写真を用いた評価実験の結果より、両

国の子どもとも、木製遊具のある場所の評価が高く、木製遊具に対する印象語は楽しい・面白いが多かった。ー

方、大学生では、両国とも自然性の高い場所の評価が高く、気持ちいい、楽しい・面白いといった印象語が多い

傾向がみられた。今後の戸外遊び環境づくりでは、子どもの要求に加え、大人になってから、原風景として印象

に残る自然体験を可能とする場の両面から検討すべきだと考えられた。

2．自然の遊ぴに対する子どもの認識

  木U幌市に居住している子ども達を対象として、各種の自然的空間の写真を用い、それらの空間に対する印象・

評価・経験の有無を把握することにより、自然遊ぴに関する必要な聾訂や要素を明らかにしようと試みた。その

結果、一般に樹木のある場所、ある程度手入れされた場所についての好ましさが高いことが示された。また、自

然的空間での遊び体験のある子どもは、遊ぴの種類として動物・植物遊びと木登りを多く挙ばポジテイプな印

象語が多い傾向がみられ｀遊び体験が自然な遊び場の評価・印象・遊び方に影響していることが明らかであった。

I．社会実験による冬期積雪条件下の街区公園における遊び環境の創出

  市民グループとの共同により、札幌市内の積雪期における公園における除雪によるアプローチの確保と積雪を

利用した冬の遊ぴ場の創出を試み、その子どもの遊ぴの形態に与える影響を調査した。その結果、創出前は、利

用人数も少なく利用箇所が限定されていたカ廴創出後は利用人数が増加し丶雪山や壁ができたことによって公園

の利用範囲が広くナょった。また、遊びの内容は、創出前は雪遊ぴ・スコップ等の道具を使った遊びが多く、創出

後は滑り台及びジャンプ台の利用率カ瑚ロした。しかし丶それらの効果の見られる期間は限られていた。冬期の

公園整備の今後の展開としては、ハードナょ施設整備のみではなくボランテイアや住民によるソフトな運営管理の

導入が重要と考えられる。

V．今後の日本における戸外遊て隲競と公園整備のあり方と、台湾での戸外遊び環境づくりの方向性

1．戸外遊て囃と公園整備のあり方

  子どもの遊び環境にとっては、多様な遊ぴ聟ヨの存在が望ましく、断片的に存在するそれらの空間を有効に活

用するためにネットワーク化が必要である。そのため、子どもの行動圏内で残された自然的空間を保全・確保し、

校庭、交通量の少ない道路、児童会館、その他の公共施設敷地など戸外遊ぴにかかわる地域のオープンスペース

を遊び場として利用できるように整備し有機的にっなげることが重要である。また、最も身近な子どもの遊ぴ暢

としての街区公園は、子どもや地域住民の要望と周辺の公園の配置状況を考慮しながら、自然的要素を重規し、

地域特性を活かした整備が必要である。また、公園の整備や管理運営では地域住民と行政の協働が重要であり、

子 ど もの 多 様 毅遊 び 体 験を 支 える た め の住民繃 翰の再形成 も大きな 課題と考 えられる 。

2．台湾における戸外遊び環境づくりの方向性
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  日本と同様、台湾においても都市に残された自然的空間の保全や、親の戸外遊びに対する認識の向上は今後の

戸外遊て觸鄰くりに重要ナょ課題である。また、都市公園の整備が遅れているカsまず、社会状況に応じた公園

緑地に関する法令を立法し、公園緑地の整備や管理に関する行政的詮体制の整備や専門家の養成が望まれる。ま

た、台湾の子どもにとって利用の多い、放課後の校庭を積極的に遊び空間として位置づける必要性を指摘した。
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子どもの戸外遊び環境としての公園整備に関する研究

  本論文は、図41、表69を含み、7章からなる総頁164の和文論文であり、別に3篇の参考論文

が添えられている。

  子どもは様々ぬ遊ぴを体験することによって成長し、遊びや遊び空間の中で得られた体験は子ども

の発達に重要な影響を与えると考えられる。しかし、都市化の進展による空き地や自然的要素の減少、

核家族化や少子化などの社会的環境の変化など、子どもの戸外遊びをめぐる環境は著しく悪化してい

る。そのような中で、都市公園の整備カ苺隹むとともに、子どもの身近な戸外遊ぴ場として、公園が重

要な役割を担うようになっている。

  本研究では、I）街区公園における施設整備の変遷、n）積雪寒冷地における冬期の戸外遊びと遊

び場に関する意識の変化、m）意識調査と写真を用いた評価実験による戸外遊び場に必要な空間・要

素の解明及びその日本と台湾との比較、rv）社会実験による冬期積雪条件下の街区公園における遊ぴ

環境の創出、について調査解听し、V)今後の戸外遊び環境と公園整備のあり方を考察している。そ

の概要は以下のようである。

I．街区公園における施設整備の変遷

杣幌市における街区公園の施設整備の変遷を分析し丶年代による面積及び施設内容の相違を明らかに

した。

II．積雪寒冷地における冬期の戸外遊ぴと遊び場に関する意識の変化

  札幌市の小学生を対象とした意識調査により、冬期の戸外遊ぴの実態と意識における約10年間の

変化と戸外遊びの減少に関わる要因を解析した。その結果、戸外遊びの頻度カ汰きく減少し、戸外遊

びの意欲も低下していたが、これには親の遊びへの態度が強く影響していることを明らかにした。ま

た、冬期の戸外遊び場としては「公園」や「家周辺」へより集中していることを示した。

― 1117―



m．戸外遊び場に必要な空間・要素の解沂とその日本と台湾との比較

1．子どもの戸外遊び場に関する日本と台湾の比較

  日台両国の大学生を対象として子どもの頃の遊ぴ場の環境についての意識調査を行い、また、写真

を用いて各種の戸外遊び環境について、両国の子どもと大学生の印象・評価を把握した。その結果、

大学生の子どもの頃の戸外遊て暘には、日、台両国とも自然性の高い場所が多く、原風景的遊び場の

重要性が示された。それに対して、両国の子どもでは、木製遊具のある場所などが望まれており、今

後の戸外遊ぴ環境づくりでは、子どもの要求に加え、大人になってから、原風景として印象に残る自

然体験を司能とする遊ぴ場も必要であると指摘している。

2．自然ナょ遊び場に対する子どもの認識

  札幌市に居住している子ども達を対象として、各種の自然的空間の写真を用い、それらに対する印

象・評価・経験の有無を把握した。その結果、一般に樹木のある場所、ある程度手入れされた場所に

ついての好ましさが高いことが示された。また、自鍛齣空間での遊び体嫋ゆある子どもは、遊ぴの種

類として動物・植物遊びと木登りを多くあげ、ボジテイブな印象語が多い傾向がみられ、遊び体験が

自 然 な 遊 び 場 の 評 価 ・ 印 象 ・ 遊 ぴ 方 に 影 響 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。

W．社会実験による冬期積雪条件下の街区公園における遊び環境の創出

  札幌市内の積雪期における公園において、陽胃によるアプローチの確保と希ミ雪を利用した冬の逝び

場の創出を試みた。その結果、創出前．は、利用人数も少なく利用箇所カi限定され′ていたが、創出後は

利用＾数カs増Jロし、雪山や雪壁の利用によって公園内での活動範囲が広くなった。また、遊びの内容

は、創出謝ま雪遊ぴ・スコッブ等の道具を使った遊びが多く、創出後は滑り台及ぴジャンプ台の利用

率カ罎釣ロしたカsそれらの効果の見られる期間は限られていた。冬期の公園整備の今後の展開として

は、ハードぬ施設整備のみではなくボランテイアや住民によるソフトな運営管理の導入が重要と考察

している。

V．今後の戸外遊ぴ環境と公園整備のあり方

1．戸外遊び環境と公園整備のあり方

  子どもの遊び磯にとっては、多様な適三び空間の存在カ塑ましく、断片齣に存在するそれらの空間

を有効に活用するためにネットワーク化が必要であり、子どもの行動圏内で残された自然的空間を保

全・確保し、校庭、交通量の少ない道路、児童会館、その他の公共施殻敷地毅ど戸外遊びにかかわる

地域のオープンスベースを遊ぴ場として利用できるように整備し有機的にっなげることが重要であ

ると考察している。また、最も身近な子どもの遊び場としての街区公園の整備に際しては、子どもや

地嚇氓の要望と周辺の公園の配霽ダ覗を考慮しながら、自然的要素を重視し丶地醐搬を活かすこ

とが必要であることを示した。さらに、公園の整備や管理運営で｜ま地域住民と行政の脇勧が重要であ

り、子どもの多様な遊び体験を支えるための住民組織の再形成も大きな課題であると指摘している。

2．台湾における戸外遊び環境づくりの方向性

  日本と同様、台湾においても者町何に残された自然的空間の保全や、親の戸外遊びに対する認識の向上

    ―1118―



は今後の戸外遊び環境づくりに重要な課題であり、都市公園の整備の遅れにたいしては、公園緑地に関

する法令による行政的ナょ体制の整備カ泌要であり、専門家の養成も望まれる。また、台湾の子どもにと

って利用の多い、放課後の校庭を積極均に遊び空間として位置づける必要性を指摘している。

  以上のように、本研究は、都市における子どもの遊ぴ場について、遊びの実態と意識について多様な

視点から調査解析し、公園整備の方向性について考察し、その成果は学術的・応用的に高く評価される。

よって審査員一同は、曾碩文カs（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認めた。
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